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表紙写真：令和４年度自衛官候補生課程入隊式（第３特科隊）

各種行事・訓練

師団訓練検閲
令和４年度自衛官候補生課程入隊式
令和４年度師団集合教育「レンジャー」
令和３年度師団ベスト戦士
令和４年度方面隊統制演習場春季整備

職場の豆知識

現地適合

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅

近畿の守り人
３Ｄレディー
ただ今奮闘中
趣味あり〼

大阪まいしまシーサイドパーク
～ネモフィラ祭り２０２２～



入隊式 執行官訓示（第７普通科連隊）

入場（第７普通科連隊）

区隊旗授与（第３６普通科連隊）

１ ３ 師 団 だ よ り 第１５３号 令和４年（２０２２年） ４月

服務の宣誓（第３特科隊） 申 告（第３戦車大隊）

武器貸与式（第３７普通科連隊）営内の見学（第３７普通科連隊）

令
和
４
年
４
月
３
日
（
日
）
、
８
日
（
金
）
及
び

９
日
（
土
）
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野

１
佐
）
、
第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
島
１
佐
）
、

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
、
第
３
特

科
隊
（
隊
長

小
松
１
佐
）
及
び
第
３
戦
車
大
隊
（
大

隊
長

足
立
２
佐
）
の
５
コ
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令

和
４
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
着
隊
か
ら
約
１
週
間
で
早
く
も

成
長
し
た
凛
々
し
い
姿
を
披
露
し
、
力
強
く
服
務
の

宣
誓
を
読
み
上
げ
た
。
第
３
特
科
隊
に
配
置
さ
れ
た

栗
山

智
哉
（
く
り
や
ま

と
も
や
）
自
衛
官
候
補

生
は
「
集
団
生
活
に
も
少
し
慣
れ
た
。
衛
生
科
職
種

へ
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
な
目
標
と
し
て
日
々
の

教
育
に
臨
ん
で
い
る
。
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
を

妥
協
す
る
こ
と
な
く
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

今
後
、
自
衛
官
候
補
生
は
、
約
３
ヶ
月
に
亘
り
、

陸
士
と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
各
職
種
共

通
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
お
い
て
基
礎
的
な
教
育
訓
練

に
臨
む
。

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

前
野
１
佐
）
を
訓
練
担
任

官
と
し
て
令
和
４
年
度
師
団
集
合

教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
開
始
し

た
。本

教
育
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
中

で
最
も
過
酷
な
教
育
の
一
つ
で
あ

り
、
教
育
に
参
加
す
る
た
め
に
は

厳
し
い
資
格
検
査
（
体
力
検
定
、

水
泳
検
定
、
身
体
検
査
）
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の
堤
学

生
長
は
「
学
生
長
と
し
て
個
々
の

力
を
結
集
し
て
各
種
訓
練
を
乗
り

越
え
、
全
員
で
任
務
を
達
成
し
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

こ
れ
か
ら
過
酷
な
訓
練
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
困
難
を
乗
り
越

え
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
な
る
た
め
、

彼
ら
の
挑
戦
は
続
い
て
い
く
。

訓練開始式 担任官（連隊長）からのレンジャー旗授与

懸垂下降（救出法）

体力調整１－１（綱登降）



師
団
は
、
令
和
４
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
、
あ
い
ば
野
演
習

場
（
滋
賀
県
）
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
及
び
長
田
野
演
習
場
（
京
都

府
）
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
第
２
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
第
３
高
射
特
科
大
隊
（
大
隊
長

船
﨑
２
佐
）
、
第
３
偵
察

隊
（
隊
長

鷹
田
２
佐
）
及
び
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

泉
２
佐
）
の

訓
練
成
果
を
評
価
・
判
定
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

訓
練
検
閲
の
開
始
に
当
た
り
検
閲
官
（
師
団
長
）
は
「
各
部
隊
及
び
隊
員
諸

官
の
奮
闘
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
参
加
し
た
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
所
属
の
吉
川

修
司
（
よ

し
か
わ

し
ゅ
う
じ
）
３
曹
は
「
Ｎ
Ｂ
Ｃ
偵
察
警
戒
車
の
装
輪
操
縦
手
と
し
て

敵
の
化
学
攻
撃
に
対
す
る
万
全
な
準
備
を
行
い
、
出
動
後
は
、
普
通
科
部
隊
の

進
出
を
容
易
に
す
る
た
め
、
迅
速
・
確
実
な
汚
染
地
域
の
解
明
・
除
染
に
努
め

る
よ
う
に
心
掛
け
任
務
に
当
た
っ
た
」
と
述
べ
た
。

状
況
間
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
は
師
団
唯
一
の
対
空
戦
闘
部
隊
と
し
て
対
空

掩
護
を
、
第
３
偵
察
隊
は
師
団
長
の
耳
目
と
し
て
情
報
収
集
を
、
第
３
特
殊
武

器
防
護
隊
は
部
隊
・
隊
員
が
安
全
に
行
動
す
る
た
め
の
対
特
殊
武
器
防
護
を
行

い
、
師
団
の
任
務
達
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し

て
検
閲
を
終
了
し
た
。

２ ３ 師 団 だ よ り 第１５３号 令和４年（２０２２年） ４月

第３特殊武器防護隊

指揮所活動

除染車３型による地域除染 歩哨による直接警戒

地上レーダ装置（Ｐ１１）による監視

９３式近距離地対空誘導弾（近ＳＡＭ）操作

１２.７ｍｍ重機関銃による対空戦闘

ＮＢＣ偵察警戒車による検知 地上レーダ装置（Ｐ２４）の照準 ８１式短距離地対空誘導弾（短ＳＡＭ）搭載準備

第３偵察隊 第３高射特科大隊

訓練開始式（千僧駐屯地）

第３偵察隊長
隊長 鷹田２佐

第３高射特科大隊長
大隊長 船﨑２佐

第３特殊武器防護隊
隊長 泉２佐



令
和
３
年
度
に
師
団
の
各
部
隊
が
実
施
し
た
各
種
検
定

等
に
お
い
て
、
見
事
第
１
位
の
成
績
を
収
め
た
師
団
ベ
ス

ト
戦
士
を
紹
介
し
ま
す
。

３ ３ 師 団 だ よ り 第１５３号 ２０２２年（令和４年） ４月

師
団
は
、
令
和
４
年
４
月
、
あ

い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
方
面
隊
統
制

演
習
場
春
季
整
備
を
担
任
し
た
。

編
成
完
結
式
に
お
い
て
整
備
隊

長
（
師
団
長

荒
井
陸
将
）
は
、

整
備
隊
に
対
し
、
「
任
務
必
成
」

「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」
「
無
事

故
・
負
傷
者
０
（
ゼ
ロ
）
」
の
３

点
を
要
望
し
た
。

各
部
隊
は
、
機
能
維
持
、
機
能

回
復
及
び
機
能
向
上
の
３
つ
の
区

分
で
演
習
場
の
整
備
を
行
い
、
実

際
的
な
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
の

基
盤
を
整
え
、
整
備
を
終
了
し
た
。

編成完結式 整備隊長（師団長）訓示

な
お
、
ベ
ス
ト
戦
士
に
認
定
さ
れ
た
７
名
の
隊
員
は
、

師
団
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
褒
賞
を
受
け
ま
す
。

特科射撃陣地 人力による木材運搬
機能回復（第３特科隊）

視界を確保するための樹木の伐採
機能向上（第７普通科連隊）

主要幹線道路の整備
機能維持（第３戦車大隊）

人員用標的の設置位置の増加
機能向上（第３施設大隊）

第３後方支援連隊

衛生隊

中本 朱音
３等陸曹

体力検定（女性）
（准尉・陸曹の部）

体力検定（男性）
（陸士の部）

体力検定（女性）
（陸士の部）

体力検定（男性）
（准尉・陸曹の部）

なかもと あか ね

第３後方支援連隊

衛生隊

中村 真優
１等陸士

なかむら ま ゆ

第３７普通科連隊

重迫撃砲中隊

藤村 聡
１等陸士

ふじむら そう

第３後方支援連隊

輸送隊

小岩 一樹
２等陸曹

こ いわ かず き

第３後方支援連隊
第２整備大隊

第１普通科直接支援中隊

内海 敦哉
陸士長

基本射撃（８９式小銃）
（陸士の部）

応用射撃（８９式小銃）
（准尉・陸曹・陸士の部）

基本射撃（８９式小銃）
（准尉・陸曹の部）

うつ み あつ や

第３７普通科連隊

重迫撃砲中隊

橋本 満稀
陸士長

はしもと みつ き

第３施設大隊

第３中隊

藤本 将人
３等陸曹

ふじもと まさ と



第７普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸尉 永島 歩

第
７
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
に
所
属
す
る

永
島

歩
（
な
が
し
ま

あ
ゆ
）
３
尉
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
永
島
３
尉
は
使
命
感
が
強
く
、

迫
撃
砲
を
自
身
で
操
作
し
、
各
隊
員
の
職
務
を
経

験
す
る
こ
と
で
部
隊
を
掌
握
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
４
月
か
ら
富
士
学
校
（
幹
部
初

級
課
程
）
に
入
校
し
、
理
想
の
幹
部
に
な
る
た

め
、
ま
た
中
隊
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

就
職
活
動
の
一
環
で
部
隊
の
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
く
自

衛
官
の
姿
が
格
好
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

全
員
が
一
丸
と
な
り
、
物
事
に
対
し
て
一
生

懸
命
に
な
れ
る
こ
と
が
部
隊
の
魅
力
だ
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
員
に
な
れ
る
こ
と
が
や

り
が
い
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

部
隊
配
属
さ
れ
て
す
ぐ
の
砲
搬
送
訓
練
で
す
。

重
い
砲
を
運
ぶ
の
は
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、

終
わ
っ
た
後
は
達
成
感
と
共
に
部
隊
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
感
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

幹
部
候
補
生
学
校
時
代
の
教
官
で
す
。
愛
情

の
こ
も
っ
た
教
育
を
し
て
く
だ
さ
り
、
憧
れ
の

存
在
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

映
画
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

女
性
自
衛
官
と
し
て
、
ま
た
、
一
自
衛
官
と

し
て
部
隊
に
貢
献
し
、
新
し
い
風
を
吹
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
幹
部
に
な
り
ま
す
！

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

私
の
理
想
で
あ
る
、
か
っ
こ
よ
く
信
頼
さ
れ

る
幹
部
自
衛
官
を
常
に
追
求
し
、
毎
日
を
全
力

で
突
っ
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第３６普通科連隊第２中隊

２等陸曹 宮本 泰成

第３施設大隊本部管理中隊

３等陸尉 野村 彩華

第
３
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属
す
る
野

村

彩
華
（
の
む
ら

あ
や
か
）
３
尉
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
野
村
３
尉
は
、
若
手
幹
部
と
し

て
、
日
々
訓
練
、
業
務
に
奮
闘
中
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
に
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

令
和
３
年
３
月
に
入
校
、
期
別
は
21
Ｕ
・
一

般
幹
候
（
一
般
大
）
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
女
性
自
衛
官
の
活

躍
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
自
衛
隊
と

い
う
組
織
で
、
隊
員
の
み
ん
な
が
働
き
や
す
い

と
思
え
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い

と
考
え
、
幹
部
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
台
演
習
で
の
入
隊
し
て
初
め
て
の
野
営

訓
練
で
す
。
大
雨
で
天
幕
が
浸
水
し
ま
し
た
。

赤
土
ま
み
れ
に
な
り
、
泣
き
な
が
ら
匍
匐
前
進

し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

現
在
は
Ｂ
Ｏ
Ｃ
（
幹
部
初
級
課
程
）
で
施
設

科
小
隊
長
と
し
て
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

誰
か
の
記
憶
に
残
る
教
育
を
で
き
た
と
き
は

や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

営
外
生
活
に
お
け
る
料
理
！

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

任
官
と
同
時
に
結
婚
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
責
任
感
が
増
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

こ
の
小
隊
長
に
つ
い
て
い
き
た
い
！
そ
う
思

わ
れ
る
小
隊
長
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
！
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

私
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
の
宮
本

泰
成
（
み
や
も
と

や
す
な
り
）
２
曹
で
す
。

今
回
は
、
私
の
趣
味
で
あ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を

紹
介
し
ま
す
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
中
隊
の
隊

員
た
ち
と
、
ト
レ
ラ
ン
チ
ー
ム
「
マ
ッ
ド
ク
ロ
ウ
」

を
結
成
し
た
こ
と
で
す
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
魅
力

は
、
自
然
の
地
形
を
体
感
し
、
山
頂
か
ら
の
景
色

を
見
た
と
き
の
達
成
感
の
ほ
か
、
地
図
判
読
能
力

向
上
や
走
力
向
上
に
も
繋
が
る
な
ど
沢
山
あ
り
ま

す
。チ

ー
ム
発
足
後
は
、
週
末
に
仲
間
と
近
く
の
山

で
練
習
を
重
ね
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
目
標
で
あ
っ

た
六
甲
山
縦
走
（
六
甲
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
ラ
ン
・

約
50
㎞
）
に
参
加
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
完
走
！

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
は
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
マ
イ
ペ
ー
ス
に
楽
し
ん
で
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
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自
然
を
満
喫
で

き
、
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
、
興
味

が
あ
る
方
は
是
非

挑
戦
し
て
み
て
下

さ
い
。
山
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

マッドクロウの仲間と

満開の桜の前で笑顔輝く

春
を
迎
え
、
今
年
も
第
３
師
団
に
自
衛
官
候
補

生
が
着
隊
し
、
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。
今
回
は
、

昨
年
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
入
隊
し
、
現
在
、

部
隊
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
隊
員
に
話
を
聞
い

た
。第

３
通
信
大
隊
に
勤
務
す
る
藤
井

那
沙
（
ふ

じ
い

な
さ
）
１
等
陸
士
は
、
大
阪
府
高
槻
市
出

身
。
入
隊
後
、
大
津
駐
屯
地
（
滋
賀
県
）
及
び
千

僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
自
衛
官
候
補
生

課
程
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
、

現
部
隊
に
配
置
さ
れ
た
。

彼
女
は
、
当
時
の
教
育
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

「
初
め
て
の
団
体
生
活
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、

同
じ
目
標
を
持
つ
同
期
と
訓
練
や
生
活
を
共
に
す

る
中
で
、
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
び
、
熱
意

を
絶
や
す
こ
と
な
く
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」

特
に
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
で
の
25
㎞
徒
歩
行

進
訓
練
に
お
い
て
は
、
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
た
が
、
同
期
と
助
け
合
い
な
が
ら
完
歩
し
た

こ
と
が
自
衛
官
と
し
て
の
自
信
に
繋
が
っ
て
い
る

と
い
う
。

入
隊
し
て
約
１
年
が
経
過
し
た
現
在
、
本
部
管

理
中
隊
写
真
班
に
お
い
て
写
真
手
と
し
て
勤
務
し
、

訓
練
に
励
む
部
隊
や
隊
員
の
撮
影
等
を
行
っ
て
い

る
。彼

女
は
、
本
紙
取
材
の
最
後
に
「
第
３
通
信
大

隊
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
今
後
、
更

に
部
隊
に
貢
献
す
る
た
め
、
陸
曹
に
な
る
こ
と
を

志
し
、
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
の
合
格
を
目
指
す
」

と
力
強
く
語
っ
た
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

マメ
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１

○所 在 地 大阪市此花区北港緑地2丁目

〇駐 車 場 有料（約１８００台）

〇営業時間 ９時～１７時

（土日祝・４月２９日～５月７日：９時～１８時３０分）

１ ネモフィラ約１００万株が咲く青の絶景

２ 黄金色の夕陽に染まるネモフィラ

今
回
は
、
大
阪
府
大
阪
市
此
花
区
に
あ
る
「
大
阪
ま
い
し
ま
シ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
」
を
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
ま
い
し
ま
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
、
大
阪
湾
が
一
望
で
き
る

約
４
４
０
０
０
㎡
の
広
大
な
敷
地
に
約
１
０
０
万
株
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ

が
咲
き
誇
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
４
月
８
日(

金)

か
ら
５
月
８
日(

日)

ま
で
は
「
ネ
モ
フ
ィ
ラ
祭
り
２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ
、
ネ
モ
フ
ィ

ラ
畑×

海×

空
が
織
り
な
す
“
青
の
絶
景
”
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

関
西
最
大
級
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
畑
は
、
一
見
の
価
値
あ
り
。
見
頃
の

時
期
や
開
花
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
お
で

か
け
に
も
お
す
す
め
で
す
。

な
お
、
お
で
か
け
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
踏
ま
え
、
油
断
せ
ず
に
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

２

詳細は第３師団ＨＰをご確認下さい。

「

現

地

適

合

」

春
の
訪
れ
と
と
も
に
新
年
度
を
迎
え
て
、
大
型
連
休
ま
で

忙
し
く
過
ご
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

筆
者
も
例
に
漏
れ
ず
、
日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
、

余
暇
く
ら
い
は
「
食
事
で
国
外
旅
行
の
気
分
に
浸
る
」
よ
う

気
分
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
食
べ
た
料
理
を
後
で
調
べ

て
み
る
と
、
本
場
で
は
あ
ま
り
一
般
的
な
料
理
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
う
ま
く
現
地
に
溶
け
込
ん
だ
も
の
だ
な
と
感
心

す
る
こ
と
も
多
く
、
今
回
は
、
そ
ん
な
料
理
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

●
ナ
ン

カ
レ
ー
の
お
供
を
ご
飯
か
ら
ナ
ン
に
変
え
る
と
一
気
に
イ

ン
ド
感
が
増
し
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
で
は
全
粒
粉
を
塩

と
水
で
練
っ
て
焼
き
上
げ
た
「
チ
ャ
パ
テ
ィ
」
の
方
が
一
般

的
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
カ
レ
ー
屋
さ
ん
の
ナ
ン
の
サ
イ
ズ

が
大
き
い
の
も
日
本
独
特
の
よ
う
で
、
日
本
人
の
好
み
に
合

わ
せ
て
進
化
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

●
ナ
ポ
リ
タ
ン

一
見
イ
タ
リ
ア
料
理
の
よ
う
な
名
前
で
す
が
日
本
発
祥
の

洋
食
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
は
存
在
し
な
い
そ
う
で
す
。
麺

は
柔
ら
か
く
て
ア
ル
デ
ン
テ
に
は
程
遠
く
、
ま
た
フ
ラ
イ
パ

ン
で
調
理
す
る
た
め
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
焼
う
ど

ん
に
近
い
料
理
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
も
は
や

定
番
で
す
が
、
本
場
イ
タ
リ
ア
で
は
パ
ス
タ
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
絡
め
る
な
ん
て
「
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
」
こ
と
な
ん
だ
そ
う
で

す
。

●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル

逆
輸
入
の
お
寿
司
で
す
。
ア
ボ
カ
ド
や
カ
ニ
カ
マ
等
を
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
と
一
緒
に
裏
巻
き
（
海
苔
が
内
側
の
巻
き
寿
司
）

に
し
た
も
の
で
、
こ
い
つ
が
本
場
（
日
本
）
で
寿
司
を
名
乗

ろ
う
な
ん
て
「
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
で
は
生
魚
や
海
苔
を
食
べ

る
習
慣
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
外
国
人
に
食
べ
て
も
ら
う
た

め
に
工
夫
し
た
末
に
辿
り
着
い
た
結
果
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

一
概
に
否
定
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
も
本
場
で
は
賛
否
が
分
か
れ

る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
受
け
入
れ
先
で
は
す
っ
か
り

馴
染
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

話
を
職
場
に
置
き
換
え
る
と
「
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
の
に
う
ま
く
機
能
し
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
も
、
良
く

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
述
の
料
理
と
同
じ
よ
う

に
、
現
場
に
適
合
す
る
よ
う
あ
と
少
し
ア
レ
ン
ジ
す
れ
ば
、

劇
的
な
進
化
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。


